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花と緑と水のまち

M i m a t a  P u b l i c R e l a t i o n s

町立図書館の人気と魅力に迫ります。

図書館に行こう！
図書館100万人来館記念
特集-1

特集-2
国民年金からのお知らせ

わたしたちの国民年金
11月6日〜12日は「年金週間」です。
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就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

第
17
代 

三
股
町
長 

桑
畑
和
男

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
の
深
い
ご
理
解

と
ご
支
援
に
よ
り
ま
し
て
、
引
き
続
き
町
政

を
担
う
こ
と
と
な
り
、
大
変
光
栄
に
存
じ

ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
責
務
の

重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
２
期
目
は
こ
れ
ま
で
の
懸

案
で
あ
り
ま
し
た
諸
々
の
課
題
の
中
で
、「
自

主
自
立
の
道
」
を
選
択
し
、
行
財
政
改
革

に
取
り
組
み
な
が
ら
安
定
し
た
町
政
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

３
期
目
と
な
る
向
こ
う
４
年
間
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
わ
た
く
し
の
基
本
姿
勢
で
あ
る

「
対
話
と
協
調
」
を
軸
に
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
た
め
、
決
意
新
た
に
「
心
の
通
う
町
政
」

に
身
を
捧
げ
、
粉
骨
砕
身
、
全
力
を
傾
注

し
て
ま
い
り
ま
す
。

三
股
町
が
三
股
町
で
あ
る
た
め
に
、
隣
接

す
る
都
城
市
と
引
き
続
き
十
分
な
連
携
を

取
り
な
が
ら
、「
元
気
な
三
股
町
づ
く
り
」

に
鋭
意
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

「
温
か
み
の
あ
る
、
ふ
る
さ
と
三
股
」
の
創

造
の
た
め
、
引
き
続
き
第
四
次
総
合
計
画

の
後
期
基
本
計
画
が
町
政
の
指
針
と
な
り

ま
す
が
、
今
後
と
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

【
町
長
選
挙
】
第
17
代
町
長
に

桑
畑
和
男
氏
が
再
選
さ
れ
ま
し
た

第
17
代
町
長
が
就
任
し
ま
し
た

任
期
満
了
に
伴
う
三
股
町
長
選
挙
は
、
９
月
10

日
、
町
内
11
カ
所
の
投
票
所
で
投
票
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

即
日
開
票
の
結
果
、
桑
畑
和
男
氏
（
75
）
が
３

期
目
に
再
選
、
23
日
、
第
17
代
三
股
町
長
に
就
任

し
ま
し
た
。

桑
畑
氏
は
、
12
日
、
役
場
で
行
わ
れ
た
『
当
選

証
書
付
与
式
』
に
出
席
。
細
山
田
ヒ
サ
子
選
挙
管

理
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
を
受
け
ま
し
た
。

就
任
後
、
初
登
庁
と
な
っ
た
25
日
は
、
町
職
員

に
対
し
て
「
町
民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
対
話

こ
う
い
っ
た「
ま
ち
づ
く
り
」を

進
め
ま
す

�

自
然
と
調
和
し
た
快
適
な
生
活
環
境
の

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す

一
、�

誰
で
も
住
み
た
く
な
る
過
疎
地
域
策
と

し
て
、
人
口
減
少
地
区
の
素
晴
ら
し
い

自
然
環
境
を
生
か
し
た
住
宅
建
設
を
推

進
し
、
さ
ら
に
住
環
境
や
通
学
路
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

一
、�

働
く
場
の
多
い
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、
企
業
誘
致
や
特
産
品

づ
く
り
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

一
、�

巡
回
バ
ス
を
導
入
し
、
高
齢
者
や
身
障

者
、
児
童
生
徒
な
ど
の
交
通
の
利
便
を

図
り
ま
す
。

�

活
力
に
満
ち
た
産
業
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

一
、�

時
代
を
先
取
り
す
る
農
林
畜
産
業
や
、

商
工
業
の
さ
ら
な
る
振
興
を
図
り
ま
す
。

一
、�

農
産
業
・
商
工
業
の
拠
点
と
な
る
、
産

業
会
館
の
建
設
を
支
援
し
ま
す
。

�

か
お
り
高
い
文
化
と

豊
か
な
人
間
性
を
培
う
、

文
教
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
ま
す

一
、�

教
育
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、
各
小

学
校
体
育
館
の
全
面
改
築
な
ど
、
段
階

的
に
教
育
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

�

あ
た
た
か
み
の
あ
る
福
祉
と

健
康
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

一
、�

も
う
一
人
子
ど
も
が
ほ
し
く
な
る
よ
う

な
子
育
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

一
、�

就
学
前
の
乳
幼
児
医
療
費
の
す
べ
て
を

無
料
化
し
ま
す
。

一
、�

保
育
料
の
助
成
と
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

補
助
金
を
堅
持
す
る
ほ
か
、
福
祉
事
業

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

と
協
調
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
、
振
興
発
展
、
さ
ら
に
は
２
万
４
６
０
０
町
民

の
幸
せ
と
福
祉
向
上
の
た
め
、
全
精
力
を
傾
注
し

て
ま
い
り
ま
す
。
職
員
の
皆
さ
ん
の
よ
り
い
っ
そ

う
の
奮
起
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
会
発
表
の

開
票
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

　
桑
畑
和
男
氏 

…
…
…
…
…
…
… 

５
９
３
４
票

　
山
元
勝
博
氏 

…
…
…
…
…
…
… 

３
６
２
８
票

　
山
中
則
夫
氏 

…
…
…
…
…
…
… 

２
９
２
３
票

当
日
有
権
者
数�

…
…
…
…�

１
万
９
０
１
０
人

再選された桑畑氏を登庁初日に出迎える職員

プ
ロ
フィ
ー
ル

桑
畑 

和
男
氏
（
く
わ
は
た 

か
ず
お
）

樺
山（
下
新
）出
身
。75
歳
。都
城
泉
ヶ
丘
高
校

卒
。57（
昭
和
32
）年
三
股
町
役
場
入
庁
。議
会

事
務
局
長
、企
画
開
発
課
長
、総
務
課
長
、財
政

投
票
者
数�

…
…
…
…
…
…�

１
万
２
５
７
３
人

有
効
投
票
数�

…
…
…
…
…�

１
万
２
４
８
５
票

無
効
投
票
数�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…�

88
票

投
票
率�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…�

66
・
14
㌫

ま
た
、
三
股
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
、
選
挙

す
べ
き
一
人
に
対
し
て
長
尾
鈴
子
氏
一
人
が
立
候

補
。
結
果
、
長
尾
氏
が
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

長
尾 

鈴
子
氏

（
な
が
お 

す
ず
こ
）

樺
山（
中
原
）
在
住
。

56
歳
。
94（
平
成
６
）

年
９
月
か
ら
95（
平
成

７
）年
４
月
ま
で
三
股

町
議
会
議
員
。会
社
員
。

課
長
、収
入
役
な
ど
を
経
て
98（
平
成
10
）年
９

月
か
ら
三
股
町
長（
現
在
３
期
目
）。趣
味
は
旅

行
、森
林
散
策
。座
右
の
銘
は『
真
実
一
路
』。
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町
立
図
書
館
の
魅
力 

検
証
❶

読
み
た
い
本
が
探
し
や
す
い

館
内
に
は
、
約
10
万
冊
の
本
や
雑

誌
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

自
分
の
読
み
た
い
本
に
た
ど
り
着
く

に
は
一
苦
労
で
す
。
そ
の
た
め
、
当

館
で
は
、
多
く
の
本
や
雑
誌
の
中
か

ら
、
読
み
た
い
本
に
早
く
た
ど
り
着

け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

館
内
で
は
、
蔵
書
検
索
が
で
き
る

パ
ソ
コ
ン
を
３
台
設
置
。
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
式
で
、
簡
単
に
本
を
探
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
写
真
①
）

ま
た
、
自
宅
な
ど
か
ら
で
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
本
の
検
索
が
で
き
ま
す
。

http://library.tow
n.m
im
ata.

m
iyazaki.jp/

（
携
帯
電
話
で
も
蔵
書
検
索
で
き
ま

す
。
携
帯
電
話
で
み
る
時
は
、
最
後

にk

を
つ
け
る
）

町
立
図
書
館
の
魅
力 

検
証
❷

毎
週
新
し
い
情
報
を
提
供

新
着
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
、
図
書
館

入
口
に
設
け
て
い
ま
す
。
毎
週
新
し

い
本
を
、
約
１
０
０
冊
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。（
写
真
②
）

ま
た
、
新
聞
を
９
誌
、
週
刊
誌
か

ら
季
刊
誌
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の

雑
誌
を
94
誌
定
期
購
入
し
て
い
ま
す
。

（
写
真
③
）

町
立
図
書
館
の
魅
力 

検
証
❸

日
常
生
活
に
密
着
し
た
情
報
を

く
ら
し
と
生
活
の
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
て
い
ま
す
。
旅
行
、
料
理
、
育
児
、

パ
ソ
コ
ン
、
園
芸
、
手
芸
な
ど
の
本

を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
暮
ら
し

に
密
着
し
た
情
報
が
載
っ
て
い
る
本

な
の
で
、
読
書
を
よ
り
身
近
な
も
の

に
で
き
ま
す
。（
写
真
④
）

ま
た
、
図
書
館
入
口
に
は
、
季
節

の
行
事
や
催
事
を
取
り
上
げ
た
展
示

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
暮
ら
し
に
役
立
つ

情
報
や
知
っ
て
得
す
る
情
報
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。（
写
真
⑤
）

そ
の
ほ
か
、
全
国
の
電
話
帳
、
九

州
の
市
町
村
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

身
近
な
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
各
種
取
り
そ
ろ
え
て
あ
り

ま
す
の
で
、
地
域
の
情
報
収
集
に
は

最
適
で
す
。

町
立
図
書
館
の
魅
力 

検
証
❹

来
館
者
み
ん
な
が
快
適
に

利
用
で
き
る
た
め
に

ベ
ビ
ー
カ
ー
２
台
を
常
備
。
赤
ち
ゃ

ん
連
れ
で
も
安
心
で
す
。（
写
真
⑥
）

ま
た
、
幼
児
用
ト
イ
レ
が
あ
り
、
赤

ち
ゃ
ん
の
オ
ム
ツ
交
換
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ゆ
っ
く
り
と
読
書
が
で
き

Shall w
e　

Read?

町立図書館の人気と魅力に迫ります
図書館に行こう！

図書館100万人来館記念る
よ
う
に
と
、
館
内
に
は
た
く
さ
ん

の
ソ
フ
ァ
ー
や
い
す
が
あ
り
ま
す
。

（
写
真
⑦
）

町
立
図
書
館
の
魅
力 

検
証
❺

映
像
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も

自
由
自
在

館
内
に
は
、
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が

視
聴
で
き
る
テ
レ
ビ
が
５
台
と
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
）

が
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
を
２
台
設
置
し

て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
窓
口
で
簡
単

な
受
け
付
け
を
す
れ
ば
、
ビ
デ
オ
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
１
日
１
本
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
30
分
間
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し

出
し
も
で
き
ま
す
。（
写
真
⑧
・
⑨
）

こ
ん
な
図
書
館
活
用
法
も

予
約
が
で
き
る
！

読
み
た
い
本
や
雑
誌
、
観
た
い
ビ

デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
、
貸
し
出
し
中
の

と
き
は
予
約
が
で
き
ま
す
。

予
約
申
込
用
紙
を
記
入
し
て
、
窓

口
へ
提
出
。
本
が
用
意
で
き
た
ら
、
電

話
連
絡
を
し
ま
す
。
電
話
連
絡
後
は
、

一
週
間
の
取
り
置
き
を
し
て
い
ま
す
。

リ
ク
エ
ス
ト
で
き
る
！

読
み
た
い
本
が
、
図
書
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
リ
ク
エ
ス

ト
申
込
用
紙
を
記
入
し
て
、
窓
口
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
ク
エ
ス
ト
が
多
い
本
な
ど
は
、

購
入
ま
た
は
、
県
立
図
書
館
や
県
内

の
市
町
村
図
書
館
か
ら
取
り
寄
せ
て

提
供
し
ま
す
。

文
字
の
大
き
い

大
活
字
本
も
あ
り
ま
す
！

お
年
寄
り
に
も
読
み
や
す
い
本
で
、

時
代
小
説
全
集
な
ど
、
約
２
０
０
冊

を
置
い
て
い
ま
す
。（
写
真
⑩
）

こ
う
い
っ
た
明
る
く
広
い
空
間
と
充

実
し
た
内
容
が
、
町
立
図
書
館
の
高
い

人
気
と
魅
力
で
す
。

図
書
館
は
知
と
発
見
の
宝
庫
。
皆
さ

ん
も
『
読
書
』
で
心
に
栄
養
を
あ
げ
て

み
ま
せ
ん
か
？

写真①：蔵書検索ができるパソコン写真②：毎週約100冊の新刊も
　　　　魅力のひとつ

写真③：幅広いジャンルの雑誌を網羅写真④：暮らしに密着した情報が
　　　　豊富なくらしと生活の
　　　　コーナー

写真⑤：季節の行事や
　　　　催事を取り上げた
　　　　展示コーナー

写真⑥：貸し出し用ベビーカー

写真⑦：ゆっくりと読書ができる館内

「ここは駐車場も広いし、空間も広い
ので、ゆっくり本を選べるから満足して
います。絵本コーナーもスペースが十
分あるから、安心して読めますし、読
み聞かせもあるので、子どもも行きた
がります。町外の友人もここはきれい
だし、明るいから利用しやすいと言っ
ていましたよ」

河原 朋美さん・夢乃ちゃん
（新馬場在住）

写真⑧：ビデオ・ＤＶＤの
　　　　視聴もできる

写真⑩：大活字本も充実

町立図書館の人気と魅力に迫ります
図書館に行こう！
図書館100万人来館記念

 図書館来館
100万人突破！

特集
町立図書館の魅力

町
内
外
を
問
わ
ず
、多
く
の
人
が
訪
れ
る
町
立
図
書
館
。

平
成
13
年
11
月
３
日
の
オ
ー
プ
ン
か
ら

は
や
５
年
を
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
、今
年
８
月
19
日
に
は
、

開
館
以
来
１
０
０
万
人
の
来
館
者
を
突
破
し
ま
し
た
（
10
㌻
に
関
連
記
事
）。

ま
た
、17
年
度
の
本
の
貸
し
出
し
率
は
、

町
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
10・
４
冊
で
、

県
内
公
立
図
書
館
中
第
１
位
を
誇
り
ま
す
。

現
在
は
、年
間
延
べ
20
万
人
が
利
用
す
る
町
立
図
書
館
。

今
回
は
、そ
の
人
気
と
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

Interview

特
集

写真⑨：簡単操作でインターネットが
　　　　できるパソコンも設置

使いやすく、
充実した館内が
人気のひみつ！

利
用
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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任
意
加
入

国
内
に
住
む
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
、
ま
た

は
、
海
外
に
住
む
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
日
本

人① 

60
歳
に
な
る
ま
で
に
年
金
を
受
け
る
た
め
の

資
格
期
間
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

65
歳
に
な
る
ま
で
任
意
で
加
入
し
て
不
足
期

間
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
（
昭
和
40
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
は
、
70
歳
に

な
る
ま
で
加
入
で
き
ま
す
）。

② 

す
で
に
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
て
も
、
年

金
額
を
満
額
に
近
づ
け
た
い
人
は
、
65
歳
に

な
る
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

学
生
さ
ん
も
必
ず
加
入
し
ま
し
ょ
う

加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
か
、
学
生
納
付
特

例
の
承
認
を
受
け
な
い
と
、
在
学
中
の
事
故
や
病

気
で
障
害
が
残
っ
て
も
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
将
来
受
け
る
老
齢
基
礎
年
金
も
減
額
さ

れ
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
も
必
ず
国
民
年
金
に
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

わ
た
し
た
ち
の

国
民
年
金 

「
い
い
老
後
」
に
ち
な
ん
で
、
毎
年
11
月
６ろ
う
ご日
か
ら
12
日
ま
で
は
年
金
週
間
で
す
。

年
金
週
間
は
、
一
人
ひ
と
り
が
年
金
を
身
近
で
大
切
な
も
の
と
し
て
考
え
、

公
的
年
金
制
度
の
役
割
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

将
来
、
年
金
を
も
ら
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

も
う
一
度
自
分
の
年
金
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
人
…

国
内
に
住
所
が
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
は
、

必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
。

種　
　

別

第
１
号
被
保
険
者

第
２
号
被
保
険
者

第
３
号
被
保
険
者

加
入
す
る
人

自
営
業
・
農
林
業
・
学
生
な
ど

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
人

第
２
号
被
保
険
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

加
入
の
手
続
き

お
住
ま
い
の
市
町
村
の
国
民
年
金
担

当
係
で
手
続
き
を
し
ま
す
。

勤
務
先
の
事
業
主
が
手
続
き
を
し
ま

す
。

第
２
号
被
保
険
者
の
勤
務
先
を
経
由

し
て
手
続
き
を
し
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
方
法

社
会
保
険
庁
が
発
行
す
る
納
付
書
で

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
納
め

ま
す
。
口
座
振
替
も
可
能
で
す
。

給
料
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
の
で
、

個
人
で
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
第
２
号
被
保
険
者
が
加
入
し
て
い
る

年
金
制
度
が
負
担
し
ま
す
の
で
、

個
人
で
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
免
除（
４
段
階
）・若
年
者
納
付
猶
予

申
請
受
け
付
け
の
お
知
ら
せ
】

●
17
年
４
月
分
〜
６
月
分

　

…
18
年
10
月
31
日（
火
）ま
で
受
け
付
け

●
17
年
７
月
分
〜
18
年
６
月
分

　

…
18
年
10
月
31
日（
火
）ま
で
受
け
付
け

●
18
年
７
月
分
〜
19
年
６
月
分

　

…
19
年
７
月
31
日（
火
）ま
で
受
け
付
け

【
学
生
納
付
特
例
申
請
受
付
の
お
知
ら
せ
】

●
17
年
４
月
分
〜
18
年
３
月
分

　

…
18
年
10
月
31
日（
火
）ま
で
受
け
付
け

●
18
年
４
月
分
〜
19
年
３
月
分

　

…
19
年
４
月
27
日（
金
）ま
で
受
け
付
け

◇ 

申
請
す
る
と
き
は
年
金
手
帳
と
印
か
ん
（
学

生
納
付
特
例
の
申
請
に
は
学
生
を
証
明
す
る

も
の
が
必
要
で
す
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
書
類
な
ど
が
必
要
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
係
☎
52
│
１
１
１
１（
内
線
１
１
３
）

都
城
社
会
保
険
事
務
所
☎
23
│
２
５
７
１

※
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.sia.g

o
.jp

/

年
金
で
幸
せ
咲
か
せ
よ
う
！　

未　

納

学
生
納
付
特
例

若
年
者
納
付
猶

予［
20
歳
代
の
み
］

４
分
の
１
免
除

（
４
分
の
３
納
付
）

半
額
免
除

（
半
額
納
付
）

４
分
の
３
免
除

（
４
分
の
１
納
付
）

全
額
免
除

|

０
円

０
円

１
万
４
０
０
円

６
、９
３
０
円

３
、４
７
０
円

０
円

納
め
る

保
険
料
月
額

（
※
）

|

申
請
者
本
人

の
所
得
を
審

査 申
請
者
本
人
・

配
偶
者
の
所

得
を
審
査

申
請
者
本
人
・

配
偶
者
・
世
帯

主
の
所
得
を

審
査

所
得
審
査
の

対
象
者

受
給
資
格
期
間

に
入
り
ま
せ
ん

受
給
資
格
期
間

に
入
り
ま
す

老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
る
た
め

の
資
格
期
間

年
金
額
に
反
映
さ

れ
ま
せ
ん

年
金
額
に
反
映
さ

れ
ま
せ
ん

免
除
し
た
期
間
は
、

年
金
額
に
５
／
６

が
反
映
さ
れ
ま
す

免
除
し
た
期
間
は
、

年
金
額
に
２
／
３

が
反
映
さ
れ
ま
す

免
除
し
た
期
間
は
、

年
金
額
に
１
／
２

が
反
映
さ
れ
ま
す

免
除
し
た
期
間
は
、

年
金
額
に
１
／
３

が
反
映
さ
れ
ま
す

受
け
取
る
老
齢

基
礎
年
金
額

年
金
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す

保
険
料
を
納
め
た
と

き
と
同
じ
よ
う
に
扱

わ
れ
ま
す

（
た
だ
し
、申
請
日
前
な

ど
不
慮
の
事
態
が
発
生

し
た
日
に
よ
っ
て
は
、年

金
を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
）

障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
を
請
求
す
る
と
き

２
年
を
過
ぎ
る
と
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん

10
年
以
内
な
ら
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
３
年
目
か
ら
当
時
の
保

険
料
に
加
算
金
が
つ
き

ま
す
）

後
か
ら
保
険
料
を

納
め
る
こ
と

国
民
年
金
保
険
料

保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
場
合
は
、

免
除
・
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■「
４
分
の
３
免
除
」・「
半
額
免
除
」・「
４
分
の
１
免
除
」の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、

　

表
中
の（
※
）の
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば『
未
納
期
間
』と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

　
（
注
意
！
表
中
の（
※
）の
保
険
料
は
２
年
以
内
に
納
め
な
い
と
、時
効
に
よ
り
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
）

《
重
要
》　
免
除（
４
段
階
）・若
年
者
納
付
猶
予・学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
に
応
じ
て
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
額
は
減
額
さ
れ
ま
す
。

年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
た
め
に
も
、10
年
以
内
に
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
る
こ
と（
追
納
）を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
平
成
18
年
４
月
分
〜
19
年
３
月
分 ･･･ 

月
額 

１
万
３
、８
６
０
円
）　

咲子ちゃんしあわせくん

い
い

特集 2 国民年金からのお知らせ：11月6日〜12日は「年金週間」です。
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◎問い合わせ
三股町立図書館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8

TEL.51-3200 FAX.51-3751

交通事故は
もうたくさん

国
道
１
号
線
を
走
行
中
の
自
動
車
が
、
歩

道
に
乗
り
上
げ
、
歩
行
者
３
人
を
死
亡
さ
せ

て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
が
わ
た
し
の
起
こ
し
た

交
通
事
故
で
す
。

当
時
は
、
車
の
営
業
マ
ン
を
し
て
い
て
、

朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
、
営
業
活
動
を
す

る
毎
日
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
事
故
当
日
も
、

朝
早
め
に
家
を
出
て
仕
事
を
し
、
夜
は
会
社

の
取
引
先
と
の
接
待
を
し
て
い
た
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
こ
ろ
、
同
年
12
月
３
日
に
予
定

さ
れ
て
い
た
、
わ
た
し
の
結
婚
式
の
招
待
状

配
り
も
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
日
も
接
待
を

終
え
、
い
つ
も
よ
り
酒
の
量
が
少
な
か
っ
た

わ
た
し
は
、
自
動
車
に
乗
り
自
宅
に
帰
る
途

中
、
招
待
状
を
配
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

を
思
い
出
し
、
友
人
の
家
へ
と
向
か
っ
た
の

で
す
。
途
中
眠
く
な
り
だ
し
ま
し
た
が
、「
大

丈
夫
だ
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
、
そ
の
ま

ま
車
を
走
ら
せ
友
人
宅
へ
向
か
っ
て
い
ま
し

た
。今

考
え
れ
ば
、
そ
の
時
車
を
止
め
て
い
れ

ば
と
考
え
た
り
も
し
ま
す
が
、
後
の
祭
り

で
す
。
一
瞬
、
う
と
う
と
と
し
て
し
ま
い
、

「
ハ
ッ
」
と
気
が
付
い
た
と
き
に
は
、
も
う

自
分
の
車
の
目
の
前
に
は
人
が
立
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
日
は
週
末
で
あ
り
、
日
ご
ろ
の

疲
れ
と
多
少
の
酒
に
よ
る
影
響
で
、
一
瞬
居

眠
り
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

わ
た
し
が
、
そ
の
後
、
目
を
覚
ま
し
た
の

は
病
院
の
ベ
ッ
ド
の
上
で
し
た
。
ベ
ッ
ド
の

周
り
に
は
、
父
、
母
、
２
人
の
姉
、
そ
し
て
、

そ
の
前
の
週
に
結
納
を
交
わ
し
た
ば
か
り
の
婚

約
者
の
姿
が
見
え
ま
し
た
。

自
分
の
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
事
の
大
半
は
、

理
解
で
き
て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
半
信
半
疑
の

と
こ
ろ
も
あ
り
、
両
親
よ
り
知
ら
さ
れ
、
目
の

前
が
真
っ
暗
に
な
り
ま
し
た
。「
３
人
の
人
間

を
死
な
せ
て
し
ま
っ
た
」
そ
の
事
実
は
認
め
た

く
な
い
事
実
で
し
た
が
、
事
実
と
し
て
受
け
止

め
た
時
、
わ
た
し
は
、「
自
分
の
人
生
は
終
わ
っ

た
」
と
思
う
と
同
時
に
、「
３
人
の
方
々
、
ま
た
、

遺
族
の
方
に
申
し
訳
な
い
」
と
思
い
ま
し
た
。

一
週
間
の
入
院
の
後
、
わ
た
し
は
逮
捕
さ
れ
、

警
察
署
の
留
置
場
に
収
容
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

間
、
両
親
は
毎
日
の
よ
う
に
、
被
害
者
の
方
々

に
線
香
を
上
げ
に
行
っ
て
く
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。そ

の
後
、
わ
た
し
も
保
釈
が
許
可
さ
れ
、
被

害
者
の
方
々
に
線
香
を
上
げ
に
行
か
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
が
、
遺
族
の
方
々
と
は
会
わ
す
顔
も

な
く
、
た
だ
た
だ
謝
り
、
仏
前
で
拝
む
だ
け
で

し
た
。

そ
の
後
、
わ
た
し
に
「
懲
役
２
年
」
と
い
う

判
決
が
下
り
、
現
在
、
刑
務
所
で
服
役
し
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
会
社
は
ク
ビ
に
な
り
、
結
婚

式
は
延
期
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
遺

族
の
方
々
と
の
示
談
は
一
応
済
ん
で
い
ま
す
が
、

遺
族
の
方
々
の
わ
た
し
へ
の
恨
み
は
一
生
消
え

な
い
と
思
い
ま
す
。
酒
を
飲
ん
で
運
転
し
、
眠

く
な
っ
て
も
車
を
走
ら
せ
て
し
ま
っ
た
事
故
で
、

Ｔ
・
Ｏ　

24
歳　

営　

業

交
通
事
故（
人
身
）発
生
ワ
ー
ス
ト
◎
県
内
17
位
／
平
成
18
年
８
月
31
日
現
在
（
35
市
町
村
中
）※
ワ
ー
ス
ト
…
悪
い
方
か
ら
の
順
位

人
生
ま
で
狂
わ
せ
た
一
杯
の
酒

シャル・ヤナ

※贖いとは、罪を償うという意味。
ここに掲載してある手記は、交通事故を引き
起こして刑務所で罪の償いをしている人たち
の懺

ざ ん げ

悔の記録です。
一瞬の過ちによって、家族、恋人、友人な
ど親しき人々から隔絶され、自ら犯した罪を
反省している様子が文脈の端端から伝わっ
てきます。
このような悲惨な事故を引き起こさないよう、
心の戒めにしていただきたいと思います。

〔㈶東京交通安全協会提供〕

た
く
さ
ん
の
人
々
を
不
幸
へ
と
落
と
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
被
害
者
の
方
々
、
そ
の
遺
族

の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
わ
た
し
の
両

親
、
兄
弟
、
婚
約
者
な
ど
数
え
き
れ
ま
せ
ん
。

受
刑
生
活
は
、
甘
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
の
受
刑
生
活
で
自
分
自

身
の
気
持
ち
の
甘
さ
を
反
省
し
、
立
派
に
社

会
に
復
帰
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
今
、

自
分
に
で
き
る
罪
の
償
い
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。毎

日
を
一
生
懸
命
生
活
し
、
社
会
に
復
帰

し
た
ら
、
い
つ
も
今
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
被
害
者
の
方
々
、
そ
の
遺
族
の

方
々
に
、
大
変
申
し
訳
な
か
っ
た
と
い
う
気

持
ち
と
、
わ
た
し
の
両
親
、
婚
約
者
、
家
族

に
感
謝
の
気
持
ち
を
つ
づ
り
、
終
わ
り
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

◎問い合わせ
三股町立文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2

TEL.51-3462 FAX.51-3561

Culture

平
成
18
年
度
『
戯
曲
講
座
』

「
せ
り
ふ
書
い
て
み
る
？
」

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
参
加
者
の
感
想
〜

今
年
６
月
か
ら
開
催
し
て
い
る｢

戯
曲
講

座
せ
り
ふ
書
い
て
み
る
？｣

。
現
在
、
６
人
の

参
加
者
が｢

戯
曲｣

を
書
き
上
げ
る
た
め
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
参
加
者
の
一
人
、
飛
松
功
さ
ん

に
参
加
の
動
機
と
講
座
を
受
け
て
み
て
の
感

想
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

『
退
職
し
て
有
機
野
菜
づ
く
り
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
が
、
老
後
の
進
路
も
単
線
よ
り
復
線

の
方
が
、
幅
が
あ
っ
て
い
い
か
な
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
今
回
の
戯
曲
講
座
も
進
む
べ

き
道
を
広
げ
る
い
い
機
会
に
な
る
と
思
っ
て

参
加
し
ま
し
た
。

60
年
余
り
の
歩
み
で
、
自
分
が
感
じ
て
き

た
こ
と
の
何
を
ど
う
切
り
取
っ
て
、「
せ
り
ふ
」

で
表
現
す
る
か
。
前
途
は
全
く
不
明
で
す
が
、

楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
今
回
の
体
験
を
通
し
て
今
後
の
自

ら
の
生
き
方
が
模
索
で
き
た
ら
本
当
に
幸
い

で
す
。

で
き
れ
ば
、自
分
に
も
読
む
人
に
も
希
望
が

湧
い
て
く
る
、
無
農
薬
で
健
康
的
な
有
機
野

菜
の
よ
う
な
戯
曲
を
書
い
て
み
た
い
で
す
ね
』

こ
の
講
座
の
参
加
者
た
ち
は
来
年
３
月
ま

で
に
作
品
を
完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。

ど
ん
な
６
作
品
の
戯
曲
が
誕
生
す
る
の
か
、

今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

演
劇
『
赤
鬼
』
の
公
演
に
つ
い
て

８
月
26
日
・
27
日
に
、作
／
野
田
秀
樹
・
演

出
／
黒
木
朋
子『
赤
鬼
』を
開
催
し
ま
し
た
。

舞
台
を
３
６
０
度
囲
む
形
の
客
席
の
配
置

な
ど
に
、
始
ま
る
前
か
ら
期
待
感
い
っ
ぱ
い

の
来
場
者
。
中
に
は
、
遠
く
は
東
京
や
奈
良

か
ら
観
覧
に
来
た
人
も
い
ま
し
た
。

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
役
者
の
演
技
は
も
ち
ろ

ん
、
テ
ン
ポ
の
い
い
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
笑

い
も
あ
っ
て
、
会
場
は
舞
台
を
中
心
に
『
赤

鬼
』
の
世
界
が
広
が
り
ま
し
た
。

公
演
終
了
後
に
は
、
客
席
か
ら
は
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
巻
き
起
こ
り
、

出
演
者
の
熱
演
が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

秋
の
夜
長
に
読
書
は
い
か
が
？

毎
年
10
月
27
日
か
ら
11
月
９
日
ま
で
は
読

書
週
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
読
書
週

間
が
始
ま
る
10
月
27
日
は
『
文
字
活
字
文
化

の
日
』
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
子
ど
も
た
ち
が
本
を
読
ま
な

く
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
久
し
く
な
り
ま
す
が
、

最
近
の
読
書
に
関
す
る
世
論
調
査
に
よ
る
と
、

国
民
の
読
書
離
れ
は
一
段
と
進
ん
で
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
若
者
よ
り
中
高
年
者
の
読
書
離
れ

が
深
刻
だ
と
い
う
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

こ
の
中
高
年
層
の
読
書
離
れ
の
理
由
に
は

「
時
間
が
な
い
」「
健
康
上
の
理
由
」｢

視
力

低
下｣

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
立
図
書
館
に
は
、
大
き
な
文
字
の
大
活

字
本
も
置
い
て
い
ま
す
。
ま
た
常
に
新
し
い

本
も
準
備
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

誰
に
で
も
心
に
残
る
「
思
い
出
の
一
冊
」

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
朝
夕
涼
し
く
な
っ
た

こ
の
時
期
に
二
冊
目
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
本
、
ビ
デ
オ
な
ど
を
借
り
る
と
き
は
、

図
書
館
利
用
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
カ
ー
ド

を
申
し
込
み
の
と
き
は
、
身
元
が
分
か
る
も

の
（
免
許
証
や
現
住
所
の
分
か
る
保
険
証
な

ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

読
書
感
想
文
・
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
に

た
く
さ
ん
の
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

募
集
し
て
い
ま
し
た
第
34
回
三
股
町
読
書

感
想
文
・
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
は
小
・

中
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
か
ら
た
く
さ
ん

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

新
着
本
コ
ー
ナ
ー

図
書
館
で
は
、
皆
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
に

応
え
な
が
ら
、
今
話
題
の
本
、
お
す
す
め
の

本
な
ど
、
毎
週
い
ろ
い
ろ
な
本
を
購
入
し
て

い
ま
す
。
入
口
に
あ
る
『
新
着
本
コ
ー
ナ
ー
』

を
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

＝
毎
週
月
曜
日
（
こ
の
日
が
祝
日
の
時
は
そ

の
翌
日
）･

祝
日･

毎
月
第
３
水
曜
日
（
＝
館

内
整
理
日
）･

館
内
資
料
一
斉
点
検
（
＝
年

１
回
15
日
以
内
）

「
ヤ
ナ
と
出
会
っ

て
11
カ
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス

の
文
化
や
歴
史
、
フ

ラ
ン
ス
語
会
話
教

室
以
外
に
も
、
お
菓

子
作
り
や
家
庭
料

理
を
習
っ
た
り
、
フ

ラ
ン
ス
語
で
の
作

文
を
添
削
し
て
も
ら
っ
た
り
と
、
い
ろ
い

ろ
と
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
音
の
響
き

に
魅
せ
ら
れ
て
勉
強
を
始
め
た
の
で
す
が
、

フ
ラ
ン
ス
語
で
は
ま
だ
言
い
た
い
こ
と
の

半
分
も
言
え
ま
せ
ん
。
ヤ
ナ
と
話
す
と
き

は
、
日
本
語
に
頼
る
こ
と
な
く
、
フ
ラ
ン

ス
語
だ
け
で
自
分
の
思
い
を
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

先
日
行
わ
れ
た
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト

『
ワ
イ
ン
・
チ
ー
ズ
、
試
飲
・
試
食
会
』

で
は
、
多
種
の
ワ
イ
ン
を
、
色
、
香
り
、
味
、

そ
し
て
後
味
の
余
韻
と
一
つ
ず
つ
確
か
め

な
が
ら
、
お
い
し
い
チ
ー
ズ
と
一
緒
に
い

た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
イ
ン
を

一
度
に
比
較
す
る
と
、
自
分
の
好
み
の
味

が
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
ワ
イ
ン
の
奥
深

さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
次
回

の
試
飲
会
も
楽

し
み
に
し
て
い

ま
す
。」

※
市
町
村
数
は
、平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
の
市
町
村
数
と
な
り
ま
す（
県
警
統
計
に
よ
る
）。

参加者６人のオリジナル戯曲の誕生に今から楽しみ

役者の熱演で会場中に『赤鬼』の世界が広がった

読みやすい「大活字本」

毎週入荷する新しい図書（新着本コーナー）

今
回
は
わ
た
し
の

生
徒
か
ら
の
お
便
り

を
紹
介
し
ま
す
。
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８
月
17
〜
19
日
に
徳
島
県
で

開
か
れ
た
、「
第
36
回
全
国
中
学

校
剣
道
大
会
」
男
子
個
人
の
部
で
、

三
股
中
３
年
の
大
坪
学さ

と
し嗣

く
ん
が

見
事
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

男
子
個
人
で
の
全
国
制
覇
は
大

坪
く
ん
が
県
内
初
。
決
勝
戦
ま
で

の
６
戦
、
厳
し
い
戦
い
も
あ
り
ま

し
た
が
、
最
後
ま
で
集
中
力
を
切

ら
す
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
同
中
剣
道
部
〔
飯
干
裕

二
監
督
・
44
人
〕
は
、
同
大
会
団

体
の
部
に
男
女
と
も
に
出
場
。
男

子
は
昨
年
と
同
じ
く
３
位
、
女
子

も
ベ
ス
ト
８
に
入
り
、
全
国
に
三

股
の
名
を
轟
か
せ
ま
し
た
。

「
団
体
戦
で
も
優
勝
し
た
か
っ
た
。
う
れ
し
さ
と

悔
し
さ
が
半
分
ず
つ
で
す
。
自
分
の
理
想
と
す

る
剣
道
に
近
づ
く
た
め
、

今
後
も
頑
張
り
た
い
」

全
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会

大
坪
く
ん
が
剣
道
日
本
一

第
36
回
全
国
中
学
校
剣
道
大
会
優
勝

大
坪 

学
嗣
く
ん

（
蓼
池
）

「
全
国
大
会
で
は
、１
点
差
で
負
け
て
悔
し
か
っ

た
。練
習
で
も
一
人
ひ
と
り
が
声
を
出
し
て
士
気

を
高
め
、次
の
大
会
で

も
上
位
を
目
指
し
た
い
」

三
股
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
主
将

上
村 

承
吾
く
ん

（
三
股
小
６
年
）

８
月
20
日
、
東
京
都
で
行
わ
れ

た｢

第
16
回
全
日
本
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
選
手
権
全
国
大
会｣

に
、
三
股

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ（
野
瀬
博
三
監
督
・

24
人
）
が
本
県
代
表
と
し
て
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。

同
チ
ー
ム
は
、
平
成
８
年
に

結
成
さ
れ
た
本
町
で
は
初
め
て
の

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
。
三
股
小

と
梶
山
小
の
１
〜
６
年
生
で
構
成

さ
れ
、
去
る
７
月
９
日
に
行
わ
れ

た
同
県
大
会
で
優
勝
し
、
全
国
へ

の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
上
位
入
賞
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
来

年
に
向
け
意
欲
を
み
せ
て
い
ま
す
。

本
町
初
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
全
国
大
会
初
出
場

「
ま
さ
か
自
分
が
１
０
０
万
人
目
と
は
び
っ
く
り
。

ま
だ
ま
だ
読
み
た
い
本
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
図
書
館
を

利
用
し
た
い
で
す
。

入
館
１
０
０
万
人
目

入
江 

雅
子
さ
ん

（
新
馬
場
）

８
月
19
日
、
町
立
図
書
館
の
入

館
者
が
、
平
成
13
年
11
月
３
日
の

開
館
以
来
、
１
０
０
万
人
を
突
破

し
ま
し
た
。

１
０
０
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、

２
週
間
毎
に
当
図
書
館
に
足
を
運

ん
で
い
る
と
い
う
新
馬
場
在
住
の

入
江
雅
子
さ
ん
。
町
は
同
24
日
、

館
内
で
入
江
さ
ん
に
記
念
品
を
贈

り
ま
し
た
。

町
立
図
書
館
は
、
天
井
が
高

く
、
読
書
ス
ペ
ー
ス
が
広
い
こ
と

や
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
貸
し
出
し
な
ど

と
い
っ
た
利
用
の
し
や
す
さ
が
好

評
で
、
町
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の

利
用
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

図
書
館
入
館
者

１
０
０
万
人
目
に
入
江
さ
ん

「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
『
無
知
は
い
い
こ
と
だ
。

知
っ
た
と
き
の
喜
び
が
あ
る
か
ら
』
と
言
わ
れ

た
こ
と
に
感
動
。
英
語

の
勉
強
を
し
た
い
」

参
加
者

岡
留 

史
子
さ
ん

（
高
３
・
今
市
）

８
月
21
日
か
ら
29
日
ま
で
の

９
日
間
、
町
と
教
育
委
員
会
は
、

町
内
の
中
高
生
８
人
を
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
派
遣
し
ま
し
た
。

９
月
号
で
紹
介
し
た
沖
永
良

部
へ
の
小
学
生
派
遣
と
同
様
に

「
ふ
る
さ
と
振
興
人
材
育
成
国
内
・

海
外
派
遣
事
業
」
の
一
環
で
す
。

一
行
は
、
滞
在
期
間
中
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
文
化
の
学
習
や
日
本
語
学
を

学
ぶ
現
地
学
生
と
交
流
し
ま
し
た
。

ま
た
、
滞
在
最
終
日
に
は
、
現

地
学
校
で
浴
衣
姿
を
披
露
。
日
本

の
歌
を
歌
う
な
ど
し
て
、
別
れ
を

惜
し
み
ま
し
た
。

中
高
生
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
貴
重
体
験

８
月
25
日
、
第
８
地
区
自
治
公

民
館
連
絡
協
議
会
と
同
交
通
安
全

協
会
は
、
子
ど
も
た
ち
の
交
通
安

全
意
識
を
高
め
よ
う
と
、
第
８
地

区
分
館
で｢

子
ど
も
交
通
安
全
教

室｣

を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
同
協
会
は
、
募
集
し

た
交
通
安
全
標
語
に
対
し
て
８
人

の
子
ど
も
た
ち
を
表
彰
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
自
転
車
点
検
を
促
す

ビ
デ
オ
を
上
映
。
都
城
交
通
安
全

協
会
の
指
導
員
が｢

自
転
車
に
乗

る
と
き
は
、
必
ず
ブ
レ
ー
キ
と
自

分
の
身
長
に
合
う
高
さ
で
あ
る
か

の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う｣

と
子
ど

も
た
ち
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
意
識
を
高
め
る

８
地
区
交
通
安
全
教
室

「
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
し
っ
か
り
点
検
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
三
股
か
ら
交
通
事
故
が
な
く

な
れ
ば
い
い
で
す
」

参
加
者

内
村 

慶
州
く
ん

（
小
６
）

地
の
利
を
生
か
し
た

長
田
小
６
年
生
の
総
合
学
習

「
ヘ
ビ
ト
ン
ボ
を
見
て
、
あ
ら
た
め
て
長
田

の
川
の
き
れ
い
さ
が
分
か
っ
た
。
木
を
植
え

た
り
し
て
こ
の
美
し
さ
を
守
り
た
い
」

９
月
15
日
、
町
商
工
会
青
年
部

（
桑
山
悟
部
長
・
34
人
）は
、
在
宅

障
害
者
余
暇
活
動
グ
ル
ー
プ
「
た

ん
ぽ
ぽ
の
家
」（
塩
田
悦
子
代
表
・

35
人
）
に
、
同
青
年
部
が
行
っ
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

（
７
月
29
日
）
の
収
益
金
の
一
部
を

寄
付
し
ま
し
た
。

同
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
実
行
委
員
長

の
高
山
大
器
さ
ん
か
ら
寄
付
金
を

手
渡
さ
れ
た
塩
田
さ
ん
は
「
在
宅

障
害
者
の
自
立
に
向
け
有
効
に
使

い
た
い
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
は
知
的
障
害
者

バ
ン
ド
「
カ
ー
ニ
バ
ル
」
に
寄
付

金
と
楽
器
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

商
工
会
青
年
部

障
害
者
グ
ル
ー
プ
に
寄
付

「
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
は
年
配
の
人
に
も
好
評
だ
っ
た
。

今
後
も
自
分
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
、
地
域
に
貢

献
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
」

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

実
行
委
員
長

高
山 

大
器
さ
ん

（
仲
町
）

９
月
19
日
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、「
元
気
の
杜
」
で
、
同
セ

ン
タ
ー
に
遊
び
に
来
た
親
子
を
対

象
に
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。

リ
ト
ミ
ッ
ク
と
は
、
音
や
リ
ズ

ム
に
対
す
る
体
の
反
応
や
行
動
に

着
目
し
た
音
楽
教
育
の
一
つ
で
す
。

参
加
し
た
の
は
、
こ
の
日
同
セ

ン
タ
ー
に
訪
れ
た
親
子
30
組
。
講

師
の
川
﨑
圭
子
さ
ん
が
奏
で
る

キ
ー
ボ
ー
ド
の
音
に
合
わ
せ
て
、

飛
び
跳
ね
た
り
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

川
﨑
さ
ん
は
「
幼
児
期
か
ら
聴

く
耳
、
感
じ
る
心
を
育
て
る
こ
と

は
大
切
」
と
話
し
ま
し
た
。

音
や
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て

子
育
て
に
リ
ト
ミ
ッ
ク
体
操

「
音
楽
や
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
動
く
の
は
子
ど
も
も

楽
し
そ
う
で
し
た
。
高
齢
者
の
方
々
と
触
れ
合

え
る
機
会
が
も
っ
と
あ

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」

リ
ト
ミ
ッ
ク
参
加
者

木
村 

和
代
さ
ん

桃
子
ち
ゃ
ん（
東
植
木
）

９
月
14
日
、
長
田
小
学
校
（
毛

利
寿
美
子
校
長
・
33
人
）
は
、
６

年
生
（
５
人
）
の
総
合
学
習
「
ふ

る
さ
と
の
川
再
発
見
」
を
「
し
ゃ

く
な
げ
の
森
」
横
の
沖
水
川
上
流

域
で
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
長
田
地
区
の
豊
か
な

自
然
を
授
業
に
取
り
入
れ
、
命
の

つ
な
が
り
や
ふ
る
さ
と
の
自
然
の

豊
か
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
学
ん
で

も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

同
地
区
に
住
む
環
境
省
環
境

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
池
辺
美
紀
さ
ん

（
大
野
）
の
指
導
で
、
子
ど
も
た

ち
は
、
水
生
昆
虫
の
生
息
と
川
の

水
質
を
調
査
し
ま
し
た
。

水
生
昆
虫
調
査
で
は
、水
生
昆

虫
の
王
様
と
い
わ
れ
る「
ヘ
ビ
ト

ン
ボ
」や「
カ
ワ
ゲ

ラ
」、「
ト
ビ
ケ
ラ
」

な
ど
、水
の
き
れ

い
な
川
に
し
か
生
息
し
な
い
水
生

昆
虫
を
確
認
、観
察
し
ま
し
た
。

ま
た
、
川
の
水
質
調
査
で
は
水

質
検
査
キ
ッ
ト
を
使
用
し
て
、
水

の
汚
れ
具
合
を
調
査
。
検
査
結
果

を
水
質
判
別
紙
と
見
比
べ
た
子
ど

も
た
ち
は
、
川
の
き
れ
い
さ
に
驚

い
た
様
子
で
し
た
。

そ
の
後
、
池
辺
さ
ん
は
子
ど
も

た
ち
に
「
自
然
の
大
切
さ
」
や
食

物
連
鎖
を
は
じ
め
と
し
た
「
命
の

つ
な
が
り
」
を
説
明
。「
皆
さ
ん

の
生
活
の
中
で
も
、
た
く
さ
ん
の

命
と
の
出
会
い
が
あ
る
は
ず
。
い

ろ
い
ろ
な
命
に
目
を
向
け
て
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
６
年
生
は
11
月
上
旬

に
は
、
ヤ
マ
メ
の
人
工
授
精
を
見

学
す
る
予
定
で
す
。

「ほら、こんなふうに石の裏にも水生昆虫がいるんだよ」

川に生息している水生昆虫を図鑑で確認

西 

葵
さ
ん（
小
６
）

「川の水はきれいかな？」
水質検査キットで水を採取
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《サンバカーニバル参加団体募集》
■日時＝11月11日（土）
　正午〜午後１時 30 分
■内容＝サンバ調三股ばやしの音楽に

あわせて、ステージで踊ります。
　趣向を凝らしてご参加ください。
※今回はステージでの演技のみです。
■参加資格＝保育園・幼稚園・学校・職

場・家族・民主団体、スポーツクラブ、
地区など、どんな団体でも結構です。

■参加賞＝団体15人以上は1万5,000円、
15人未満は1万円です。

■申込締切＝10月27日（金）
■申し込み・問い合わせ
　産業振興課　商工観光係
　☎52−1111（内線３５５）
《人間早馬競争参加チーム募集》
米俵（一袋あたり30㌔）をそりに積み込
み、一気にゴールまで引っ張る競技です。
■場所＝ふるさとまつりメイン会場内
■参加資格＝健康な人で構成するチーム
■申込締切＝10月27日（金）

【小学生の部】
■日時＝11月11日（土）午後から
◆条件等＝
　1 チーム男女混合８人　米俵１俵
※保護者の同意が必要です。
◆表彰＝優勝３万円分の商品券、準優

勝２万円分の商品券、第３位１万円分
の商品券、入賞チーム以外には参加賞

※賞品券は保護者へお渡します。
【一般の部】
■日時＝11月12日（日）午後から
◆条件等＝
　高校生以上の人で構成されていること
女性の部＝１チーム６人　　　米俵３俵
男性の部＝１チーム６人以内　米俵５俵
※男性の部は、総体重が 450 ㌔未満。
※高校生のみで構成されるチームは、成

人の監督者が必要です。
◆表彰＝
　優勝10万円、準優勝５万円、第３位

３万円、入賞チーム以外には参加賞
【ファミリーの部】
◆条件等＝

大人２人と小学生２人の４人で構成
される家族（ただし、大人１人と小学
生１人ずつは家族以外でも可。中学生
は大人とみなします）。米俵は１俵です。

◆表彰＝
　優勝５万円、準優勝３万円、第３位

２万円、入賞チーム以外には参加賞
※申し込みチームが少ない部門は、中止

する場合があります。
■申し込み・問い合わせ
　産業振興課　商工観光係
　☎52−1111（内線355）

平成19年の成人式を次のとおり開催し
ます。新成人者には11月上旬に文書で案

内します。
■場所＝町立文化会館
■日時＝平成19年１月５日（金）
　　　　午前 10 時 30 分〜 11 時 30 分
※受け付けは午前 10 時からです。
■対象＝昭和61年４月２日〜昭和62年

４月１日の間に生まれた人
なお、就職・進学により三股町から転

出された新成人者についても、家族が町
内在住であれば文書をお送りします。
■問い合わせ
　教育課 生涯学習係
　☎52−1111（内線435）

町では、平成 19 年 1 月 5 日（金）実
施予定の成人式で、新成人者を代表して
の意見発表、町民憲章朗唱、成人証書受
領をしていただける人を募集します。

20 歳の記念に、応募してみませんか。
なお、申し込み者多数の場合は抽選と

なります。
■内容＝ 
意見発表（１人）…新成人者としての決

意・抱負を400字詰め原稿用紙3枚程
度にまとめて発表します。

町民憲章朗唱（１人）…新成人者を代表
して町民憲章を朗唱します｡

成人証書受領（男女各１人）…新成人者
を代表して成人証書を受領します｡

■募集締切＝10月31日（火）
■問い合わせ

■お知らせ
　教育課 生涯学習係
　☎52−1111（内線435）

県では、一定区間の河川や海岸のボラ
ンティア美化活動に取り組む団体などを

「川や海の応援団」として随時募集して
います。
「川や海の応援団」になった団体などに
は認定証を交付し、翌年度には前年度の
活動実績を踏まえて、コンテストを実施、
優秀活動団体などを知事表彰します。

また、活動に必要な資器材の提供・傷
害保険への加入などを県が行います。
「川や海の応援団」の詳細は、下記まで
お問い合わせください。
■問い合わせ
　宮崎県土木部河川課　水政担当　
　☎0985−26−7184
　宮崎県土木部港湾課　港政担当
　☎0985−26−7188

県立高等水産研修所では、平成19年度の
生徒を募集します。
■科・コース＝
本　科：中学校卒業者（卒業予定者含む）
※航海コースと機関コースがあり、合わ

せて 15 人程度、修業期間 1 年、全寮制
専攻科：高等学校卒業者（卒業予定者含

む）または同等以上の人
※前期・後期があり、航海コースと機関

コース合わせて各期若干名の募集、修
業期間は、前期・後期各６カ月（連続
入所可）、通学可　

■試験方法・期日＝
本　科：国語、数学、作文、面接
　　　　　平成19年２月15日（木）
専攻科：作文、面接
　　　　　前期 平成19年２月15日（木）
　　　　　後期 平成 19 年９月６日（木）
■願書受付期間＝
本科と専攻科（前期）
　平成 19 年１月 31 日（水）
専攻科（後期）
　平成 19 年 8 月 29 日（水）

■問い合わせ
　宮崎県立高等水産研修所
　〒887−0002 日南市西町2−11−6
　☎0987−22−2058
　℻0987−22−2243

『第24回技能まつり』を開催します。皆さ
んのご参加お待ちしています。
■日時＝11月３日（金）
　午前９時 30 分〜午後４時 30 分
※荒天の場合は 11 月４日（土）に延期
■場所＝宮崎地域職業訓練センター
　　　　宮崎市学園木花台西 2−4−3
■内容＝

◦技能士・職業訓練生などによる作品
の展示、即売

◦現代の名工の作品展示、技能競技大
会出品作品の展示

◦来場者が参加する技能体験教室
◦技能相談、職業訓練、技能検定に関

する紹介・窓口、各種イベント
■問い合わせ
　技能まつり実行委員会事務局
　（県技能士会連合会）
　☎0985−58−1553

宮崎障害者職業センターでは、うつ病
などで休職していて、職場復帰したい人
に、職場復帰するための専門的な援助（リ
ワーク）を実施しています （リワークと
は、「復職」の Return to Work を意味
しています） 。

リワークは、うつ病などで休職中の人
で、主治医が職場復帰のための活動を了
解している人を対象にしています。

すでに会社を離職した人や主治医から
まだ休養が必要とされている人は対象に
なりません。 

お気軽にご相談ください。
■支援内容＝

支援は、障害者職業カウンセラーが本
人や家族、主治医、会社担当などと相談

しながら、職場復帰に向けて次のような
ウォーミングアップを行います。
◦センターに通所しながら、生活リズム

の立て直しを行います。
◦ストレッチや呼吸法などで職場での緊

張軽減や、仕事の悩みの上手な相談の
仕方を学びます。

◦総務・人事担当者と、従業員の職場復
帰計画の調整や職場環境の改善の提
案を行います。

◦復帰予定職場での作業体験や上司、同
僚との交流を通じて不安軽減を図り、
無理なく職場復帰を進めます。

■相談・問い合わせ
　高齢･障害者雇用支援機構
　宮崎障害者職業センター
　〒880−0014 宮崎市鶴島2−14−7
　☎0985−26−5226

  三股町社会福祉協議会では、忌明寄付
を次のとおりいただきました。
  故人のご冥福をお祈りいたしますとと
もに、社会福祉発展のために有意義に利
用させていただきます。
  誠にありがとうございました。

三股町社会福祉協議会
  平成18月８月１日から31日まで

　社会福祉のために利用させていただき
ます。誠にありがとうございました。
上新チャリティゴルフコンペ

（館長　藤井健二郎） ………… 6,000 円

●問い合わせ：三股町役場　TEL52-1111㈹　FAX52-4944

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額

「川や海の応援団」募集

愛のご寄付

「見守り新鮮情報」
個人の携帯電話やパソコンに、
悪質商法の最新の情報を提供します｡

悪質業者は、高齢者や若者などをいろん
な手口で狙っていますが、その手口は、どん
どん変わっていきます。
しかし、その情報はどうしても遅れがちで
あるため、被害が広がってしまうことがありま
した。
そこで、警戒が必要な悪質商法の情報を

メールで迅速に届け、高齢者本人だけではな
く、周囲の人の見守りによって悪質商法を撃
退しようというものです｡

ー《登録方法》ーーーーーーーーー
パソコンの場合
内閣府のホームページ「消費者の窓」
http://www.consumer.go.jp
から登録できます。（見守り新鮮情報のとこ
ろをクリックして！）

携帯電話の場合

【方法１】携帯電話から空メール（メールには
何も書かなくて結構です）を
mima@gmpw.jpに送付する（登録画面
が出てきますので、必要事項を書いて登録
すればOKです！）

【方法２】URLを直接入力する
https://mail.consumer.go.jp/wrp/
mimamori/mobile　

■問い合わせ
　総務企画課　行政係
　☎52−1111（内線 234）

悪質業者から高齢者を守ろう！〜登録にご協力ください〜 

ふるさとまつり参加者募集

平成19年三股町
成人式を開催します

成人式の記念に

宮 崎県立高等水産研修
所生徒募集について

「第 24回技能まつり」を
開催します！

う つ病などで休職してい
る従業員の職場復帰で
お悩みの事業主の人へ

田平トシ子 夫 義徳 95 西植木 ３万円

下田　薩男 母 エイ 99 寺　柱 ３万円

小牧　イチ 夫 八
かず

平
なり

79 轟　木 ３万円

本村トシ子 夫 義雄 84 櫟　田 ３万円

福田　清子 姉 小倉道子 72 下　新 ５万円

小牧　純
じゅん

七
しち

母 リエ 74 轟　木 ３万円

野崎トキエ 子 次男 46 下　新 2.5万円

北野　エチ 夫 實幸 84 上　新 ５万円

南畑　健一 母 キセ 88 蓼　池 ５万円

加治屋　学 母 ナツ 87 仲　町 ３万円

盛田ヤスエ 夫 善照 75 小鷺巣 ３万円

石崎　良子 父 永井秀政 98 梶　山 10万円

一般寄付（社会福祉協議会へ）
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健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター  ☎52︲8481

●赤ちゃん健診
■期日＝11月６日（月）
■受付＝午後１時15分〜１時45分
■持って来るもの＝母子手帳
●もぐもぐ（離乳食）教室

■期日＝10月18日(水)　 
■時間＝午前９時30分〜正午
■持って来るもの＝母子手帳、バスタオル、おんぶひも
　エプロン、三角きん　　※託児あり
●予防接種【ポリオ】

■期日＝10月12日（木）
■受付＝午後１時〜２時
■受けられる年齢＝生後３か月〜90か月
■受けるのが望ましい年齢＝生後３か月〜18か月
■持ってくるもの＝母子手帳・印かん　
■注意事項＝ほかの予防接種との間隔は４週間以上あけて

ください。
●食育体験講座『３歳からのキッズクッキング』

■期日＝10月25日(水)　 
■時間＝午後２時〜４時
■対象者＝３歳〜未就学の子どもとその保護者10組
　（※ 18 年度中の参加は 1 回限りとさせていただきます）
■内容＝①栄養士による食育の話②一緒におやつ作り
■持ってくるもの＝エプロン(子どもも)・三角きん
　　　　　　　　　負担金：親子１組 200 円　
※事前に申し込みをしてください。
子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　 ☎52-8101

●にこにこ教室　
■期日＝10月12日（木）、26日（木）、11月2日（木）
■時間＝午前10時30分〜11時30分
■内容＝12日･･･「リズム遊び」　　　　　　
　　　　26 日、11 月 2 日…「町文化祭出展作品つくり」
●親子教室

■期日＝10月22日（日）　
■時間＝午前9時30分〜正午
■場所＝総合福祉センター「元気の杜」広場
■内容＝ “パパといっしょ　ママといっしょの
　　　　　　　　　　　　　ミニミニ運動会”
■参加料＝１人あたり100円（保険料）
■参加申込期限＝10月19日（木）まで
※当日申し込みは受け付けできません。ご注意ください。
●親子ふれあいコンサート

■期日＝10月24日（火）　

■時間＝午前10時30分〜11時30分
■場所＝総合福祉センター「元気の杜」大会議室
●友達つくろう！一緒にあそぼう！

■期日＝10月19日（火）　
■時間＝午前10時30分〜11時30分
　子育てサークル「いもん子クラブ」
●英語であそぼ！

■期日＝11月９日（木）　
■時間＝午前10時30分〜11時30分
英語で歌ったりリズム遊びをしたりします。とても楽しいよ♪

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　℡５２−８４８１

●リズムウォーキング
■期日＝10月16日(月)
■時間＝午前11時〜正午

※ストレッチや「歩く」動作を中心とした運動を１時間程度行
います。
●いきいき元気塾　〜運動実践編〜

■日程＝11月9日（木）、11月16日（木）、11月30日(木) 、 
　　　　12月7日(木)
■時間＝午後７時〜９時（上記日程共通）
■場所＝健康管理センター（上記日程共通）
■内容＝糖尿病予防（生活習慣病）のための運動
■講師＝上村裕子さん（健康運動実践指導者）
■持ってくるもの＝室内用シューズ、水分補給用のお茶、
　　　　　　　　　運動のできる服装

※事前に申し込みをしてください。
●兵庫県が行う「石綿健康管理支援事業」について

兵庫県では、肺に石綿による症状がある人で、病院での診断
結果により経過観察が必要とされた人（※）を対象に、半年に一
回の経過観察（胸部 X 線と胸部 CT の診断）に係る費用を負
担する「石綿（アスベスト）健康管理支援事業」を行っています。

この制度は、過去に兵庫県にお住まいの人も対象となります
ので詳細については下記の窓口までお問い合わせください。
（※）両肺野に、石綿による不整形陰影がある、または石綿による胸膜肥

厚がある人で、中皮腫・肺がんの疑いがあり、経過観察が必要な人。

■問い合わせ
　兵庫県　健康生活部　健康局
　疾病対策課　検診指導係
　【TEL】078 ― 341 ― 7711（内線3288）
　　　　　078 ― 362 ― 3262
　【E-mail】shippeitaisaku@pref.hyogo.jp
重度障害者タクシー券（後期分）を交付します
●社会福祉係（内線165）

町では、心身に重度の障害がある人に対し、タクシー券（初
乗り料金分）を交付しています。

交付枚数は、１カ月あたり２枚で、月数分を乗じた枚数とな
ります。

すでに９月までに交付を受けた人で、すべての券を使用した
人は、後期分（10 月〜３月まで 12 枚）を交付しますので、早
めに申請してください。

なお、これまで交付を受けていない人も受け付けますので、
早めに申請してください。

■対象者＝　
◦身体障害者：�身体障害者手帳１級の人（視覚障害者は、

手帳等級２級までの人）
◦知的障害者：療育手帳Ａの人
◦精神障害者：精神障害者保健福祉手帳１級の人

■持って来るもの＝印かん、障害者手帳

　

介護保険料の納入方法について（お知らせ）
●介護高齢者係（内線162・163）

 介護保険料の納め方は２種類あります。
※普通徴収(納付書により納付)の人
◎年金額が、年額18万円未満の人
◎年度途中で 65 歳になった人と転入した人は、その後約１

年間は、普通徴収となります。
（注） 今年中に 65 歳になった人は、年金から差し引かれず、

納付書で納めていただくことになりますので、お忘れ
ないようお願いします。

※特別徴収（年金天引き）の人
◎年金額が、年額18万円以上の人
◎ 年金額が、年額 18 万円以上の人でも、年金の現況届を遅

れて提出したり、年度の途中で所得段階が変わったりし
たときは普通徴収になります。

また、介護保険料を納付書で納めていただく人には「口
座振替」をお勧めしています。口座振替は時間と手間が
省け、納め忘れがなく、大変便利ですのでご利用ください。

福祉用具貸与サービスが変わりました
●介護高齢者係（内線169）

介護報酬改定により福祉用具貸与サービスの制度が大きく変

更されました。
主な変更点では、一部の福祉用具の利用にあたり、身体の状

態に応じて、用具が真に必要かどうかという基準が設けられま
した。

制度変更の対象となるのは、福祉用具のうち、車いすとその
付属品、特殊寝台とその付属品、床ずれ防止用具、体位変換器、
認知症老人徘徊感知機器、移動用リフト（つり具の部分を除く）
です。また、これらの福祉用具については、軽度者の人（要支
援者・要介護 1）については、身体の状況に照らして、一定の
条件に当てはまらないと介護保険での保険給付ができませんの
で、ケアマネジャーなどにご相談ください。
地域包括支援センターからのお知らせ
〜介護予防事業について〜
●地域包括支援センター（内線169）（直通☎52-8634）　　　

10 月１日から、地域包括支援センター（以下センター）が
福祉課内に設置されました。

当センターでは、介護予防事業や介護予防ケアマネジメント、
総合相談業務、権利擁護事業などの業務を行っていきます。ま
た、地域での介護予防活動にも積極的に支援していきます。

今回は、東原地区で 65 歳以上の高齢者の引きこもりなどを
防止しようと交流会を行っている「東原地区寝たきり予防会」

（代表：渡辺ヨシさん）を紹介します。
この会は、平成 13 年から活動していて、高齢者が住み慣れ

た地域で、健康で安全な日常生活を送ることができるようにと、
月１回、第８地区分館で実施しています。
「参加される皆さんは、とても楽しんでいますよ」と代表の渡
辺さん。6 人の協力者と一緒に、参加者が楽しめるようにさま
ざまな介護予防（血圧測定、アンチエイジング（抗加齢）頭と
体の体操、ゲーム、手芸、工作、歌唱、会食など）に取り組ん
でいます。

こういった地域独自の ｢ 自分たちで自分たちの健康を守る活
動 ｣ が、町内各地に広がっていけるよう、当センターもできる
ことを行っていきます。

また、「元気の杜」では、生きがい活動支援通所事業を行っ
ています。要介護認定を受けていない（非該当含む）おおむね
65 歳以上で、要介護状態になるおそれのある高齢者を対象と
したものです。

この事業では、日常動作訓練、趣味活動、生活指導、健康指
導、入浴、健康機器（ヘルストロンなど）などの一連のサービ
スを提供しています。これらのサービスについては当センター
にご相談ください。

11月の行事予定
親子教室
期日＝11月21日（火）
時間＝午前９時30分
　　　　　　〜正午
内容＝
「ヘルシーおやつ作り」

今
月
の
う
た

ち
い
さ
い
あ
き
み
つ
け
た

　

だ
れ
か
さ
ん
が　

だ
れ
か
さ
ん
が

　

だ
れ
か
さ
ん
が　

み
つ
け
た

　

ち
い
さ
い
あ
き　

ち
い
さ
い
あ
き　

　

ち
い
さ
い
あ
き　

み
つ
け
た

　

め
か
く
し
お
に
さ
ん 

て
の
な
る
ほ
う
へ

　

す
ま
し
た
お
み
み
に
か
す
か
に
し
み
た

　

よ
ん
で
る
く
ち
ぶ
え　

も
ず
の
こ
え

　

ち
い
さ
い
あ
き　

ち
い
さ
い
あ
き

　

ち
い
さ
い
あ
き　

み
つ
け
た

小さなものを扱うことで、
頭と体の体操になる
（写真はパズルづくり）



いきいき げんき！● 問い合わせ：
　健康管理センター
　 ☎52−8481 〜大人もいっしょに「食育」〜
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町内の最高齢者

佐澤ハルヱさんは、明治 35 年生まれ
の105 歳。町内最高齢者です。長生き
の秘訣を尋ねると、「ご飯やおやつをお
いしく食べること」と話すハルヱさん。
「若いころは歌や踊りが得意だったんで
すよ」と「鹿児島おはら節」を披露して
くれました。いつまでもお元気で。

くらしのカレンダー
1.October ~ 11.November 2006

みまた

※診療時間 午前9時〜午後6時
※やむを得ず変更する場合がありますので
　☎23-5555でご確認ください。

（※夜間／都城救急医療センター☎39-1100）
※歯科については☎25-4100に
　問い合わせてください。

◎今月の表紙

◎10月の予定

くらしのカレンダー

『いつまでもお元気で』

Life & Tax

■税 ● 問い合わせ：税務財政課　TEL 52-1111㈹　FAX 52-4944

10月31日(火)は納付期限です
●納税管理係（内線144・147）
納付期限内に納付しましょう。

■ 町県民税（3期）
■ 国民健康保険税（４期）
※口座振替は 10月 25日（水）が振替日です。再振替は
行っていません。24日（火）までに預貯金口座の残高
確認をお願いします。

「納税相談」ご利用ください
●納税管理係（内線144・147）
税金は納付期限内に納めていただくのが原則ですが、
思わぬ事故や病気、失業など特別な事情があって納期内
に納められないときは、印かんをお持ちになり早めにご
相談ください。年度を繰り越す滞納とならないよう分割
納付の相談や各種納税相談をお受けします。

家屋を取り壊した人へ
●資産税係（内線142・143）
家屋を取り壊した人、または年内に取り壊す予定の人
は、ご連絡ください。
なお、専用住宅を取り壊すと、土地の住宅用地の特例
が無くなるため、土地の固定資産税額が以前より高くな
る場合もありますので、取り壊す前にご確認ください。
家屋については、18 年中に取り壊した場合、19 年度か
ら固定資産税は課税されません。

税の証明について
●納税管理係（内線144・147）
課税証明、納税証明、固定資産評価証明などが必要な
場合は、印かんをお持ちになり、申請してください。本
人以外が申請する場合は、委任状が必要です。ただし、
町内同一世帯家族（親族）の場合は、窓口に来た人の申
出書により申請できます。

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税がいきている ・たばこは町内で買いましょう

★かしこく食べる  〜その３〜

食育って？　毎日の食事によって身体が作られ、食事の質によって健康の質まで変わってしまいます。食べ物を選ぶ力、正しい知識を身につけ、
　　　　　 心も体も健全な食生活を実践することができる人間を育てる教育のことです。

満となります。あなた

の BMI と体 脂肪 率

の値を次の表に当て

はめてみてください。

◎ベスト体重を維持していこう！
メタボリックシンドロームや生活習慣病にならないた

めの重要なことの一つに、自分のベスト体重を知り、維

持していくことがあります。食べ過ぎや運動不足の積み

重ねが、肥満をつくりあげます。今回はベスト体重の算

出方法と肥満の判定について紹介します。

◎あなたのベスト体重は何キロ？
次の算式に、自分の体重を当てはめてみましょう。

身長（　）㍍×身長（　）㍍×２２＝標準体重（　）㌔㌘

（BMIによる算出）

肥満度（BMI）の算出
体重（　）㌔㌘÷身長（　）㍍÷身長（　）㍍＝BMI（　）

◎あなたは肥満？
たとえ体重が重くても筋肉や骨が多い場合は肥満では

なく、また体重が標準でも体脂肪の割合が多いと肥 

材　
　

料

（
４
人
分
）

イカ 1 杯、生シイタケ 4 枚、タマネギ 1 個、 エノキダ
ケ 1 袋、シメジ 2 パック、バター 10 ㌘、レモンの輪
切り 4 枚、油少々、【たれ】しょうゆ大さじ 2、酢大さ
じ 2、パセリのみじん切り少々

作　

り　

方

①イカは皮をむき、７㍉の輪切りにする。
②シイタケ、タマネギはせん切り、エノキダケ、シメ

ジは石づきをとって小房に分ける。
③アルミホイルに油を薄く塗り、イカ、タマネギ、キ

ノコ類を入れ、レモンの輪切り、バターをのせて包む。
④オーブントースターで約 10 分焼く。
⑤焼きあがったら包みを開き、たれとパセリをふる。

18 水 ◦図書館休館日
19 木 ◦缶・びん
20 金 ◦可燃物
21 土

22 日

◎野辺医院（内・胃） ☎22-0153（上　町）

◎西浦病院（内） ☎25-1119（広原町）

◎仮屋医院（内・小） ☎36-0521（上水流町）

◎都北鮫島クリニック（胃・内・外） ☎38-6060（都北町）

◎酒井皮膚科（皮） ☎25-5322（北原町）

◎西元眼科（眼） ☎25-8888（中原町）

23 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
24 火 ◦可燃物
25 水

26 木 ◦トレイ・ペット
27 金 ◦可燃物
28 土

29 日

◎宮永病院（内・胃・外） ☎22-2015（松元町）

◎児玉小児科（小） ☎25-5570（花繰町）

◎隅病院（内・胃） ☎62-1100（高崎町）

◎よしかわクリニック（麻・整・内） ☎23-9384（前田町）

◎安藤医院（消・外・内） ☎39-2226（豊満町）

◎やの耳鼻科（耳鼻） ☎27-5222（吉尾町）

30 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
31 火 ◦可燃物

1 水

2 木 ◦缶・びん

3 金

◎藤元上町（内） ☎23-4000（上　町）

◎稲津医院（内・婦） ☎23-7501（花繰町）

◎たけしたこども医院（小） ☎51-0005（三股町）

◎池之上整形（整・リハ・リウ） ☎23-2311（上川東）

◎横山病院（泌） ☎22-2806（都島町）

◎たき診療内科（心内・精・神内） ☎46-9191（若葉町）

◦図書館休館日
4 土

5 日

◎山内小児科（小） ☎22-0048（上　町）

◎ケイオークリニック（内・小） ☎46-4500（一万城町）

◎大岐医院（内・胃・外） ☎57-2025（山之口町）

◎もちお蛯原医院（整形・形成） ☎21-5355（蓑原町）

◎姉川医院（皮・泌） ☎22-2205（小松原町）

◎岩下耳鼻咽喉科（耳鼻） ☎51-1187（三股町）

6 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
7 火 ◦可燃物
8 水

9 木 ◦トレイ・ペット
10 金 ◦可燃物
11 土 ◦図書館休館日

1 日

◎坂元医院（内・胃） ☎22-0360（牟田町）

◎冨田医院（内・小） ☎23-4586（栄　町）

◎瀬ノ口内科（内） ☎25-7780（都原町）

◎とまり内科外科胃腸科（内・外・胃） ☎52-1135（三股町）

◎石井皮膚科（皮） ☎23-4588（蔵原町）

◎くぼた眼科（眼） ☎26-3100（南鷹尾町）

2 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
3 火 ◦可燃物
4 水

5 木 ◦缶・びん
6 金 ◦可燃物
7 土

8 日

◎宇宿医院（内・小・胃） ☎25-9031（栄　町）

◎戸嶋病院（内） ☎22-1437（郡元町）

◎志々目医院（内・小） ☎57-2004（山之口町）

◎福田クリニック（外・循・内） ☎46-1122（蓑原町）

◎山下医院（胃・外） ☎52-1348（三股町）

◎ふたみ眼科（眼） ☎38-5532（都北町）

9 月

◎柳田病院（内・小） ☎22-4862（東　町）

◎あきと内科胃腸科（内・胃）☎46-5500（都原町）

◎田中隆内科（内） ☎52-0301（三股町）

◎川畑医院（外・胃） ☎46-3225（年見町）

◎速見医院（泌） ☎24-8344（妻ヶ丘町）

◎きたむら皮膚科クリニック（皮・アレ） ☎38-7300（吉尾町）

◦図書館休館日
10 火 ◦可燃物 ◦図書館休館日
11 水 ◦不燃物
12 木 ◦トレイ・ペット
13 金 ◦可燃物
14 土

15 日

◎共立医院（内） ☎22-0213（蔵原町）

◎ベテスダクリニック（内） ☎22-1700（年見町）

◎はしぐち小児科（小） ☎24-5500（都原町）

◎野口脳神経外科（脳外科） ☎47-1800（太郎坊町）

◎大島整形（整） ☎38-0561（吉尾町）

◎丸田病院（産・婦） ☎23-7060（八幡町）

16 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
17 火 ◦可燃物

◎11月の予定

４つのお皿をそろえましょう！

【赤の皿のメニュー】

40

筋肉がっしり型 肥　　満35
30
25

ふつう
隠れ肥満18.5

 BMI や　せ
男性　   15　 20　 25　 30　 35
女性　   20　 25　 30　 35　 40

≪肥満判定表≫

イカとキノコのホイル焼き
120㌔㌍の主菜

体脂肪率
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朝
夕
す
っ
か
り
涼
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
高
く
澄
み
わ
た
る
空

と
群
れ
を
な
し
て
優
雅
に
泳
ぐ

雲
を
仰
い
で
、
本
で
も
読
も
う
か

な
と
思
う
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

▽
皆
さ
ん
に
は
「
自
分
だ
け
の
思

い
出
の
本
」
が
あ
り
ま
す
か
。
▽

わ
た
し
の
思
い
出
の
本
は
「
十
五

少
年
漂
流
記
」。
そ
れ
ま
で
姉
の

お
下
が
り
の
本
し
か
持
っ
て
い

な
か
っ
た
小
学
校
低
学
年
の
こ

ろ
、
親
か
ら
初
め
て
買
っ
て
も

ら
っ
た
、
ま
さ
に
「
自
分
だ
け
の

本
」
と
あ
っ
て
、
繰
り
返
し
読
ん

だ
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
▽
芥

川
龍
之
介
作
「
く
も
の
糸
」
も
読

■
茶
じ
ょ
け

お便りやイラスト、お子さまの写真を募集しています。
皆さまからのお便りを募集しています。ふだん生活で感じたことや皆
さんへのお願いごとなどを400字以内に、またアニメのヒーローなど
をお書きの上、お送りください。

◎わが家の一番星
３歳以下のお子さまの写真とコメントを添えてお申し込みください。

■問い合わせ　総務企画課企画政策係　☎52-1111

◦男／11,535人◦女／13,096人
◦計／24,631人◦前月比＋31人
◦世帯数／9,224戸（＋23戸）
◦出生／30人◦死亡／21人
◦転入／120人◦転出／98人

三股町の人口
平成18年９月１日現在

発行・編集／三股町総務企画課
〒889-1995 宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL0986-52-1111 FAX0986-52-4944
URL http://www.town.mimata.miyazaki.jp/

◎町のおいたち
三股町にはいろいろ発掘される土器から、新石
器時代より各所に人が住んでいたことがうかがわ
れます。また、その名の起源は「古くから川三条、股
になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」
をとどめているといわれています。徳川時代は薩摩
藩に属し、明治初年五戸長を一丸として、戸長役
場と改称しました。当時の地頭三島通庸公は荒涼
たる原野に土木をおこし、産業を奨励し教育の振
興をはかって村造りをなし、ここ三股の基礎が築
かれたのです。
明治23年、町村制実施により三股村となり、昭和
23年５月３日に町制を施行して名実ともに三股町と
して発足しました。以来自治の発展に努め、文化農
村建設へと邁進し、さらに今や数多くの企業誘致
により町民の所得向上をはかりながら住みよい豊
かな田園工業都市をめざして躍進しています。

この広報紙は、古紙配合率100%の再生紙を使用しています。

◎町章
町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。
◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ
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ん
だ
当
時
、「
ク
モ
は
殺
さ
な
い

よ
う
に
し
よ
う
ね
」
と
友
人
ら
と

冗
談
を
言
い
合
っ
た
思
い
出
深

い
作
品
。
今
で
も
自
宅
で
ク
モ
を

見
る
と
外
に
逃
が
し
て
い
る
自

分
が
お
か
し
く
、
本
が
何
か
し
ら

の
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
に

気
付
き
ま
す
。
▽
町
立
図
書
館
の

開
館
５
年
目
に
し
て
の
入
館
者

１
０
０
万
人
突
破
。
あ
ら
た
め
て

本
と
人
は
密
接
な
関
係
に
あ
る

の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
▽
今
秋

は
「
自
分
だ
け
の
本
」
を
探
し
に
、

町
立
図
書
館
に
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
▽
読
書
の
秋
、
芸
術
の

秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
…
。
皆
さ
ん

は
自
分
だ
け
の
秋
を
見
つ
け
ま

し
た
か
。

今　
村　
　
　
良

パ
ン
プ
ス
の
音
響
か
せ
て
涼
新
た

友
と
二
人
舵
と
り
は
し
ゃ
ぐ
ス
ラ
イ
ダ
ー
風
切
り
降
り
る
帽
子
飛
ば
し
て

岩　
崎　
民　
子

桑　
畑　
多
津
子

あ
ち
こ
ち
の
庭
隅
か
ざ
る
曼
珠
沙
華
し
づ
け
さ
の
な
か
亡
き
人
を
思
う

[

短
歌]

 

◆
三
股
短
歌
会

[

俳
句]

 

◆
三
股
椿
寿
俳
句
会

【

】

榎　
田　
　
　
都

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
久
し
ぶ
り
に
パ
ン
プ
ス
を
履
い
て
残
暑

の
町
へ
出
掛
け
る
と
、
確
か
な
秋
の
気
配
に
足
取
り
も
軽
く
な
る
。

若
い
こ
ろ
は
服
装
も
こ
だ
わ
っ
て
い
た
が
、
だ
ん
だ
ん
『
楽
が
一

番
』
と
思
い
だ
し
た
。
し
か
し
、
時
に
は
き
ち
ん
と
着
な
け
れ
ば

秋
茄
子
や
追
肥
に
答
ふ
花
五
つ

ラ
イ
ダ
ー
で
降
り
る
ス
ピ
ー
ド
に
は
ち
ょ
っ
と
怖
い
思
い
を
し
ま
し
た
が
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

去
る
日
、
神
話
の
里
霧
島
に
行
っ
た
と
き
の
一
句
で
す
。
町
で
は
穏
や
か

な
日
和
だ
っ
た
の
に
、
山
の
傾
斜
面
は
強
い
風
が
吹
い
て
い
ま
し
た
。
ス

が
し
て
、
心
が
し
ん
み
り
と
な
っ
て
く
る
。

あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
う
ち
に
、
庭
の
あ
ち
こ
ち
を
真
っ
赤
に
飾
っ
て
く

れ
る
マ
ン
ジ
ュ
シ
ャ
ゲ
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
『
秋
だ
な
あ
』
と
い
う
思
い

た
。
思
わ
ず
『
あ
り
が
と
う
』
と
声
を
掛
け
ま
し
た
。

今
年
の
夏
野
菜
は
何
も
か
も
悪
成
績
で
し
た
。
や
っ
と
生
き
残
っ
た
ナ

ス
に
追
肥
し
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
、
け
な
げ
に
花
を
つ
け
て
く
れ
ま
し

〈
♪
〉

94

★

『ワンワン』や『マンマ』などおしゃべりじょ
うずな咲希ぽん♪これからもいっぱい食べ
て大きくなろうね！

中な
か

内う
ち

咲さ

希き

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

◎
平
成
17
年
９
月
19
日
生
ま
れ

◎
篤
志
さ
ん
・
茎
子
さ
ん
の
長
女

夢を叶えるために
今回は、演劇ワークショップ「みまた座」の
皆さんに「将来の夢」を聞いてみました。
皆さんは、子どものころに抱いていた夢を
覚えていますか？　その夢は叶いましたか？
今、将来の夢を持っていますか？
ふと立ちどまって「自分の夢」を呼び起こしてみたら、
何だか心が弾んできます。
皆さん、それぞれの夢に向かって頑張って。

「
0
q
d
k
8
/
」

【
今
回
の
テ
ー
マ
】

演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
み
ま
た
座
」
編

待望の男の子。とても２歳児には見えませ
ん。長田でのびのびと育ってください♪

西に
し　

悠ゆ
う

悟ご

く
ん
（
２
歳
）

◎
平
成
16
年
５
月
26
日
生
ま
れ

◎
直
樹
さ
ん
・
幸
世
さ
ん
の
長
男

※今号の「三股町の人口」は、昨年行われた国勢調査
の確定値を基準に算出しています。広報みまた9月号
に掲載した8月1日現在の町人口の積み上げではあり
ませんので、ご了承ください。



三股町立文化会館自主文化事業　● 問い合わせ・電話予約／三股町立文化会館　Tel0986-51-3462  Fax0986-51-3561三股町立文化会館自主文化事業　● 問い合わせ・電話予約／三股町立文化会館　Tel0986-51-3462  Fax0986-51-3561

※出演者の一部と曲目、曲順は変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

虹の架け橋コンサート　公共ホール連携事業

河野響子
崇高で誇り高き作曲家ショパンの優雅な響きをお届けします。

■日　時：10月22日㈰
　　　　  開場／午後 3時30分
　　　　  開演／午後 4 時
■料　金：  一　　般／ 1,500円（当日券1,700円）
　　　　　小学生〜高校生／ 700円（当日券900円）
　　　　　親子ペア／ 2,000円（当日券2,400円）
　　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。
■上演時間：約105分（休けい込み）

■演奏曲目＝
　〜オール・ショパン・プログラム〜
　　夜 想 曲　第１３番　ハ短調　Op.48−1

　　バラード　第１番ト短調　Op.23

　　バラード　第３番変イ長調　Op.47

　　アンダンテ・スピアナートと
　　華麗なる大ポロネーズ変ホ長調　Op.22

　　前奏曲　嬰ハ短調　Op.45

　　ピアノソノタ　第３番ロ短調　Op.58

※曲目、曲順は変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

P i a n o  R e c i t a lKyoko Kawano

ピアノ リサイタル

江
戸
と
い
う
時
代
を
懸
命
に
生
き
る

名
も
な
い
人
々
の
哀
歓
を
描
い
た
作
家
、
藤
沢
周
平
│
。

そ
の
作
品
た
ち
は
、
現
代
に
生
き
る
わ
た
し
た
ち
に

忘
れ
か
け
て
い
た
“
何
か
”
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
る
藤
沢
作
品
の
世
界
を

朗
読
や
一
人
芝
居
と
は
一
味
違
う
『
語
り
』
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

語
り
へ
の
招
待

　
　
　
　

藤
沢
周
平
の
世
界

■
日
時
＝
11
月
１
日（
水
）

開
場
／
午
後
６
時
30
分　
　
　

開
演
／
午
後
７
時

※
開
演
後
の
ご
入
場
は
演
目
と
演
目
の
間
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
上
演
時
間
＝
約
１
０
５
分
（
休
け
い
込
み
）

■
料
金
＝
一
般
／
２
、０
０
０
円
（
当
日
２
、５
０
０
円
）

中
学
生
〜
高
校
生
／
１
、０
０
０
円
（
当
日
１
、５
０
０
円
）

ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
／
３
、０
０
０
円
（
前
売
り
の
み
）

※
小
学
生
以
下
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。　

■
演
目
＝
藤
沢
周
平
作
品　

三
篇

晩
夏
の
光　
薗
田
潤
子

夢
ぞ
見
し　
長
谷
由
子

贈
り
物　
　

鎌
田
弥
恵

鎌田弥恵

薗田潤子

長谷由子

◎『星条旗よ永遠なれ』を皆さんと演奏します。
　ぜひ楽器と楽譜をお持ちください！！

■演奏曲目：　
・ルスランとリュドミーラ序曲
　【グリンカ】

・スザート組曲
　【T・スザート】

・ガブリエリのカンツォンより（８重奏）
　【G・ガブリエリ】

・カルメン組曲
　【G・ビゼー】

・シエナ・ブラスの音楽のおもちゃ箱
　古今東西の名曲をトークを交えて楽しくお聞かせします！
　何が出るかはお楽しみに！！

・ガーシュインセレクション
　【G・ガーシュイン】

　ほか

■日　　時：10月18日㈬
開場／午後６時30分
開演／午後７時

■料　　金：　
　一　般／ 2,000円（当日券2,500円）
　小学生〜高校生／ 1,000円（当日券1,500円）
　団体割引（10人以上）／一人あたり300円引き
　※未就学児の入場はご遠慮ください。■上 演時間：約110分（休けい込み）

SIENA BRASS
CONCERTシエナ・ブラス

コンサート

この秋も九州にシエナ旋風が巻き起こる！これは絶対、聴き逃せない！！
いま最高の人気と実力を誇るプロ吹奏楽団《シエナ・ウインド・オーケストラ》の
実力派金管楽器奏者10人で編成されるブラスアンサンブルが《シエナ・ブラス》です。
若々しく華麗な「シエナ・サウンド」をお楽しみください。

 シエナ・ウインド・オーケストラのえり抜き金管アンサンブル


